




























































従来、この歌は第一、二句が同様である『古今和歌集』 （以下『古今集』 ） 「思へども身をしわけねば目に見えぬ心
を君にたぐへてぞやる」 （巻第八、離別歌、三七三番歌）を引いたものと解されてきた。 『古今集』三七三番歌を共通認識としてもちつつも、その一方で男の詠んだ歌の解釈は分かれており、訳が定まっていない。特に、第三句「目離れせぬ」の解釈は様々であり、その下に続く第四、 五句「 の部分も同様である。しかし、この歌を読み解けなければ、これほどまでに親王に感激される理由はわからない。　
本稿では、八五段「思へども」の歌（以下、八五段歌）に注目し、第三句「目離れせぬ」および第四、 五句「雪の






ことができなくなった人々は 「雪にふりこめられたり」 という題 歌を む。そ 中で男が詠んだ歌 八五段歌であった。先に述べたようにこの歌をどう理解するか、諸注解釈が分かれている
（注３）
。その一つが「目離れせぬ雪」をめぐって






大半の注釈書は「目離れせぬ雪」をＡ「降り続く雪」と解する。その他、Ｂ「目から離れず積もる雪」とする大系や全読解があるが、これらの注釈書を踏まえて提示されたのが、Ｃ「ずっとお会いしている」とする竹岡氏の解釈である。氏は、 「 「目離る」とは、見ることが遠ざかる。逢わぬ日数が重なる。 （中略） 、雪が絶え間 なく降りしきる場合とか、目を離さずに雪をじっと見る場合などには、 「目離る」とは言わないと考えられる。 」ということから、 「目離れせぬ」を親王と「 っとお会いしている」とする。それぞれの理解にそって、この和歌を現代語訳するとひとまず次のようになろうか。
Ａ．いつもお傍にいたいと思っていますが、この身を二つに分けることは出来ませんので、この降り続く雪が積もることが私の心にかなうこ なのです。Ｂ．いつもお傍にいたいと思っていますが、この身を二つに分けることは出来ませんので、今、目から離れないこの積雪のように思いが積もっているのが私の心な です。Ｃ．いつもお傍にいたいと思っていますが、この身を二つに分けることは出来ませんので、今日、雪が積もって帰れなくなって、宮様にずっ 会いするこ ができる、そのことは私の心 かなうことなのです。
　
そもそも「目離れせぬ」とは誰の「目」なのか。男なのか。親王なのか。周囲の人々か。 「目離る」は、 『角川古語
大辞典』において「見ていない状態でいる。逢えないでいる。 」とあり、 「古代では、相手の目から離 て相手 見ら
39































































































































































すなわち「目」が自分の目の場合は、主人公は目の前に浮かぶ相手の「面影」をただこちらから見ているだけだが、 「目」が相手の目の場合、主人公は自分が見ているその「面影」から、逆に見つめられ続けていることにもなるのである。 かた時さらず相思ひける」ほどの仲であった親友どうしの、肉親や恋人どうしにも似た濃密な心情のつながりを言う言葉としては、前者よりもむしろ後者の解釈 ほうがふさわしいように思わ る。
氏は、常に相手の視線が意識され、互いにそうすることで一方通行ではない心情の交流を描くことができると指摘している。　
ここまで、 『万葉集』 、 『源氏物語』 、 『浜松中納言物語』 、 『夜の寝覚』そして『伊勢物語』四六段の「目離る」の用
例を見てきた。 『浜松中納言物語』以降は、自分が相手を見 際に使われることが多いようであるが、大半の例において見る動作をするのは単数の相手の目である。複数の人物が ることを表す用例もあるが、 そ 場合は「人目離る」であり、自分自身 含めた複数の目を言う意味合いではない。そうした場合、 「目離れせぬ雪」とは、 「 （男、親王を含めた）その場にいる私たち全員が見る雪」と解するの く、 「親王の視線を常に受けている雪」と読むべきであろう。諸注釈書の解釈においては、誰が見ているのかが曖昧であり、元々の意味から離れて訳してしまっているが故に、分かりにくくなって 。また近年、 「親王 ことを忘れることなく、今年も訪れた雪、というふうに雪を擬人化した表現」との解 もあるが、 「目離る」 主体を「物」にしたものは用例として確認 きない
（注７）
。 「目」は親王の














東国へ下った人へ贈った歌である。諸注釈書 お この歌の第一、 二句「思へども身をしわけねば」を踏まえて




















































また前掲の大井田氏も、雪に積 る思いを詠んだ類歌の一つとして引いている。しかし「心おなじきなり」 、 「宗岳大頼が歌を引給へり」という古注釈 指摘や、 「雪」と「思ひ」の読まれ方 考えたとき、八五段の男の歌は、類歌にとどまらず、九七八、 九七九番歌を引いたものとして読まなければならないのではないか。そこで れら『古今集』歌を踏まえることで、何が見えてくるのか、以下検討したい。　
一般的に雪は消えるものであるため、雪とともに消える「思ひ」や「わが身」を詠む歌が多い。
⑬白雪の降りてつもれる山里は住む人さへや思ひ消ゆらむ（ 『古今集』巻第六、冬歌、三二八番、壬生忠岑）⑭かきくらし る白雪の下消えに消えて物思ふころにもあるかな（ 『同』巻第十二 恋二 五六六番、壬生忠岑）⑮逢はぬ夜の降る白雪と積りなば我さへともに消ぬべきものを（ 『同』巻第十三、恋三 六二一番、読人知らず）⑯年の内に積もれるつみはかきくらし降る白雪とともに消えなん（ 『貫之集』二二番）
⑬は白雪が山里を覆い隠すとともに、人の思いも隠して消してしまうことを ⑭は積もっ 雪が、目には見え 下のほうから消えていくことを踏まえ、自らの心も人知 ず消えるものとして詠んでいる。⑮、⑯も同様に雪と もに
47
消えるわが身や罪を詠んでいる。このように、雪に自らの思いを重ねることは、思いが消えてしまうといった意味にとられかねないのである。八五段において、親王のもとへ「もとの心うしなはでまうでける」男の心や思いを雪に重ねる す ば、それは消えない雪 なければならない。　
だからこそ『古今集』九七八、 九七九番歌が重要になってくる。九七八、 九七九番歌の雪は「越路の雪」である。宗
岳大頼の「をのが思ひはこの雪のごとくなむ積も る」という言葉に対し、凡河内躬恒は従来の雪のイメージに沿って、春には消えてしまうものと詠んだ。それに対して大頼は、自らの思いは「越路の雪」であると詠み、通常の雪と異なり 「いつかは雪の消ゆる時ある」と消え い雪 重ねたものである した。　
越路は越の国への道のことであるが、 越の地そのものも指し、 必ずと言っていいほど雪と詠まれた。 「越の白山」 、 「白
山」などといった場合も越路の雪と同様の意で詠まれた。その雪は春になっても深く、次 ような例が見える。
⑰雪深く春とも見えぬ越路にも折りし梅こそ花咲きにけり（ 『中務集』三、 九九番）

































































































とよめりければ、親王、いとい うあは がりたまうて、御衣ぬぎてたまへ けり。
ⅰの親王が大御酒を振舞う展開、ⅱ という季節の設定、ⅲの雪の描写などは非常に似通っているといえる。それだけにⅳ、ⅴ、ⅵは対照的な描写が浮かびあがってくる。ⅳは親王 元に訪れた男が帰る あた の場面であ八三段では、まだ居たいけれど帰らなくてはならない男 描かれ 対して八五段では雪がやまず 帰れなくなってしまった様が描かれる。ここを契機として、話は異 った展開をしていく。ⅴはそれぞれの段で男が詠んだ歌である。
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渚の院の桜、 天の河の辺で歌 詠み、 最後に水無瀬 離宮 至 宴をす 一日 描か る。八三 前半も同様 、 例の狩」をする親王と供の「馬の頭な きな」 様子が描かれる。八二段と変わらぬ華やかさが続くかと見せ、親王
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なる」と『古今集』三七三番歌、九七八、 九七九番歌との関わりから考察してきた。　「目離れせぬ」つまり「目離る」の語は、平安時代中期までは「相手が自分を見る行為」を指し、 『伊勢物語』において見る動作をする主体は相手 ある可能性が高いことを指摘した。つまり、八五段にお て雪を見ている は親王であるといえよう。また、従来引歌と指摘されてき 『古今集』三七三番歌だけでなく、八五段歌の第四句以下
「雪の積もるぞわが心なる」には『古今集』九七八、 九七九番歌を踏まえて読む必要があることを確認した。 『古今集』三七三番歌を踏まえるだけでは強調されない「男の忠誠心」が、 八、 九七九番歌の「越路の雪」を連想させることでより強固なものとして親王に訴えかけたのである。　
また、八五段を惟喬親王章段の総括段として見たとき、親王の華やかな日々を描いた八二段を再び想起させる段と
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②市原愿「惟喬説話における業平の座標」 （ 『伊勢物語生成序説』明治書院、一九七七所収）③山田清市「 『伊勢物 』惟喬親王段をめぐって」 （ 『 ・語学
127、一九九〇・十一）
④仁平道明「 『伊勢物語』惟喬親王章段 方法 日本文芸の潮流 おうふう、一九 四所収）⑤吉山裕樹「伊勢物語八五段について」 （ 『たまゆら』
26、一九九四・十二）






⑪森野正弘「 『伊勢物語』惟喬親王章段における時間の構造」 （ 『日本文学』
65（
4） 、二〇一六・四）
（注３）今回確認した注釈書とは以下のものである。 『日本古典全書』 （朝日新聞社：南波浩校注） 、 『伊勢物語全釈』 （大学堂：森本茂著） 、 『折
口信夫全集・ノート編』 （中央公論社：折口信夫著） 、 『伊勢物語新解』 （白帝社：中田武司、狩野尾義衛著） 『日本古典文学全集』 （小学館：福井貞助） 『新潮日本古典集成』 （新潮 渡辺実校注 全評釈』 （右文書院：竹岡正夫著） 、 『日本古典文学大系』 （岩波書店：大津有一、築島裕） 、 『新 日本古典文学全集』 （小学館：福井貞助校注） 、 『新日本古典文学大系』 （岩波書店：秋山虔校注） 、 『伊勢物語評解』 （筑摩書房：鈴木日出男著） 『伊勢物語 読解』 （和泉書院：片桐洋一著）
（注４）注２、①および竹岡正夫『伊勢物語全評釈』右文書院、一九八八（注５）今回は以下の作品を対象として調査した。 『万葉集』 、 『竹取物語』 、 『大和物語』 、 『平中物語』 、 『土佐日記』 、 『蜻蛉日記』 『うつほ物
語』 、 『落窪物語』 、 『堤中納言物語』 、 『枕草子』 、 『源氏物語』 、 『和泉式部日記』 、 『紫式部日記』 、 『更級日記』 、 『讃岐典侍日記 、 『浜松中納言物語』 、 『夜の寝覚』





















一、 五一四番歌「わすらるる時しなければあしたづの思ひみだれてねをのみぞなく」 （よみ人しらず）および五一五番歌「唐衣ひもゆふぐれになる時は返す返すぞ人はこひ き」 （よみ人しらず）を合わせた発想歌であると指摘する。
（注
17）注２、③
（注
18）注２、③
（注
19）なお、片桐洋一氏は注３にあげた注釈の中で、八十五段は「第八十三段とは異なるケースを示している」と、八十五段を別伝承と
して伝える物語の方法と解す。
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